














































































































科学地分析人口現象」で 1954 年から 1999 年にかけて羊年禁忌は全国範囲
において人口出生に与えた実質的な影響が見られないと論じている。馬姸









































































































































































































136.10 万人であり、前年の昭和四十年は 182.37 万人であるから、46 万人
余も出生数が減少したことになる。そして翌年昭和四十二年の出生数は










丙午の女の人の性格はきついと思いますか 13.70 30.97 54.29 1.04
厄年には何か悪いことがあると思いますか 35.79 29.33 34.28 0.60
家相のよしあしがあると思いますか 46.57 28.62 23.87 0.94
日の凶吉（仏滅・友引・大安など）を使いますか 33.02 43.76 22.78 0.44






　日本で話題になった 1966 年の丙午年をはじめ、その次の 1967 年の丁未





を示している。第３図で示したように、中国では 1966 年の出生数は 2,579
万人であり、前年の 2,704 万人より、4.6％減少したことになる。しかし翌













































































るが、翌年の 1968 年は 2,757 万人で、丁未より 7.6％増加となっている。
日本の丙午俗信と比べ物にならないが、中国で丁未の出産が望ましくない
という傾向が多少見られると言えよう。
西暦年 干支 出生人口数（万人） 前年比
中　　　　　　略
1966 丙午 2579
1967 丁未 2563 0.6％減少
1968 戊申 2757 7.6％増加
中　　　　　　略
1978 戊午 1745
1979 己未 1727 1.0％減少
1980 庚申 1779 3.0％増加
中　　　　　　略
1990 庚午 2391
1991 辛未 2258 5.6％減少
1992 壬申 2119 6.2％減少
中　　　　　　略
2002 壬午 1647
2003 癸未 1599 2.9％減少
2004 甲申 1593 0.4％減少
中　　　　　　略
2014 甲午 1687
2015 乙未 1655 1.9％減少









六十年間で未年に当たる年は、それぞれ 1967 年、1979 年、1991 年、2003
年と 2015 年である。これらの未年を巡る前後１年間出生人口数の推移は
第４図の通りである。1967 年、1979 年と 2015 年の未年は、いずれも前年
の午年より出生人口数が減少し、また次の申年に増加する傾向がある。た













順位 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12
日
本
十二支 子 亥 丑 寅 卯 辰 巳 未 申 戌 酉 午
出生人口数 744 742 737 730 714 709 703 693 675 670 662 644
中
国
十二支 卯 寅 辰 酉 巳 戌 午 申 亥 未 子 丑
出生人口数 11023 10617 10445 10250 10240 10185 10049 10034 9929 9802 9685 9506
第５図　十二支累計出生人口数のランキング表（1959‒2018 年）






























































































を検索すると、1859 年から 2018 年まで総 571 件あり、例の 1966 年（丙午）
は６件、前の 1965 年は 10 件、次の 1967 年は７件である。この 160 年間





を検索すると、160 年間で総 111 件あり、丙寅に当たる年は 1926 年と
1986 年であり、1925‒1927 年はそれぞれ０件、32 件、８件で、1985‒1987
年はそれぞれ１件、７件、４件である。1985‒1987 年の日本の出生人口数












京青年報』2002 年 12 月７日）と「迷信羊年不吉利、馬年『扎堆』生宝宝」（高
38　（董）
































は 25 歳、42 歳、61 歳で、女子は 19 歳、33 歳、61 歳という。あるいは語
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